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私は現在, 総義⻭に特化した臨床を実践しており,「⽬の前の患者にとって真に受
け⼊れられる義⻭とは何か」を⽇々模索している. 総義⻭臨床において義⻭床の安定
は咬合を⽀える基盤であり, その重要性は論を俟たない. また, 適切な床外形は, 精度
の⾼い咬合採得, ⼈⼯⻭排列, さらには咬合のマネジメントに⽋かせない要素である.
本講演では, 治療⽤義⻭を応⽤しながら臨床で得てきた知⾒をもとに, とりわけ⾼度
顎堤吸収症例に特有の課題に焦点を当てる. 下顎では, 唇側・頬側部, レトロモラー
パッド部, ⾆下部, ⾆⼩帯部, 顎⾆⾻筋線部といった部位ごとに考慮すべき外形の要
点を整理し, 上顎においても唇側および頬側の形態に注⽬する. それぞれの部位に潜
む誤りやすいポイントを抽出し, 床縁および研磨⾯の設定が義⻭の安定性や機能性に
どのように影響するのかを解説する.
⾼度顎堤吸収という条件下においても, 義⻭の受容性と満⾜度を⾼められることを⽰
し, 臨床に役⽴つ実践的視点を提供したい.
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